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VI, 80.  An oblation to the sun, conceived as one of the two heavenly dogs, as a cure for 
paralysis.
1. Through the air he flies, looking down upon all beings: with the majesty of the 
heavenly dog, with that oblation would we pay homage to thee!
2. The three kâlakâñga that are fixed upon the sky like gods, all these I have called for 
help, to render this person exempt from injury.
3. In the waters is thy origin, upon the heavens thy home, in the middle of the sea, and 
upon the earth thy greatness. With the majesty of the heavenly dog, with that oblation 









 20 Hymns of the Atharva-Veda, translated by Maurice Bloomfield. Atlantic Publishers & Distri, 1990, 
p. 13.
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天狗食日（月）考
天狗は、ラーフの切り落とした尾である計都とも接点があった。
　このように、インドの古代信仰が仏教経典の漢訳とともに中国に伝わり、様々な
解釈の下で、中国の天狗のイメージを変えただけでなく、中国古来の日食・月食神
話も変え、天狗は蟾蜍や烏の代わりに食日（月）するものとなったのである。
　現代では、インドの少数民族地方に、天狗食日信仰があるようである。また、中
国の少数民族地方に流布している天狗食日（月）神話はインドの神話と同じく、不
老不死の薬と関わりがある。それはインドの乳海攪拌の話に影響を受けたのではな
いかと考えられる。
　天狗食日（月）信仰は、韓国にも伝わったようである。しかし、現代の日本には、
類似する話はないようである。これは、神話の伝播ルートから考えると、面白いこ
とである。今後は、日本も視野に入れて、インド・中国・韓国・日本の四国の日食・
月食神話を比較してみたいと考えている。
　さらに、もう一つの課題が残されている。つまり、なぜ明の時代に入って初めて
天狗食月の話が出てきたのかということである。それはおそらく、元代の文化と関
係があるように思われる。元の時代はモンゴル族という外来民族によって中国を統
治されていた。モンゴル族は、儒教よりチベット仏教を重要視していた。よって、
仏教の中の天狗のイメージが広がるようになったのではないかと推測できる。それ
についての分析は今後の研究に譲りたい。
